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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・9月15日（木）14:00～　定期心電図検査実施予定です。

　実施予定者：稲垣恵利子様、五日市規様、井上和美様、大上なみ様、菊地明子様

　　　　　　　木村梅子様、木村義重様、滝田英人様、田名部浩平様、田野端忠夫様

　　　　　　　十日市利喜様、中居松男様、林田鶴子様

＜患者様連絡事項＞

･菊地　明子様～御家族より9/12　11:30～15:30　外出希望があり主治医より許可が出て

　　　　　　　 います。外出後の疲労感について観察・確認していきましょう。

･中居　松男様～歯科受診目的にて9/10　9:00～10:00外出希望あり、主治医より許可が出て

　　　　　　　 います。

･倉橋　生子様～陰部からの出血が認められています。主治医へ情報提供し、臨時薬

　　　　　　　止血剤（アドナ（30）3T　トランサミン3C）3×nde  鉄剤（フェニレン）2T　

1×vds 本日昼より3日分処方となっています。出血の状況について観察・確認

　　　　　　　していきましょう。尚、他科受診は9/14を予定しておりスタッフ付き添い

　　　　　　　となります。診療情報提供書は作成済んでいます。

･稲垣　恵利子様～食事摂取後、食器洗い用の水を口にしていることあり介入しています。

　　　　　　　　 飲水用ではない事を周知して頂くようにしましょう。又、水分摂取状況を

　　　　　　　   より詳細に確認していくようにしましょう。

＜担当業務状況報告＞

ケアプラン担当より：定期的な検討を行い、プランへ反映させていくようにして下さい。

　　　　　　　　　　又、毎月の評価・変更・立案の状況を所定の管理表へ入力するように

　　　　　　　　　　して下さい。

＜猪股Dr担当患者様ケース検討・診察状況＞

･布施　邦雄様～気分が高揚した様子が伺えます。「何で入院しているかわからなくなった。」

　　　　　　　 「（入院理由は）父親が知っている･･･。」等と話しています。

　　　　　　　 又、個人購読している新聞を置き忘れたことについて、「盗まれた。」と不機嫌

　　　　　　　 となっている事があります。日課の取り組み状況、周囲との交流状況、睡眠状況

　　　　　　　 について観察・確認し、症状管理について介入していきましょう。

               診察：上記情報提供しています。主治医より現在の状態について尋ねられると

　　　　　　　　　　「落ちている。」と話しています。

服薬調整は行わず、経過観察としています。

･沢田　三朗様～本日デイケア見学しています。帰院後、不調を訴える事なく日課に取り組んで

　　　　　　　 います。今後について退院前訪問指導を計画していますが、本人は拒んでいます。

　　　　　　　 目的を明確にした上で、主治医を交え検討する事としています。尚、退院日に

　　　　　　　 ついて本人は9月25日を希望しています。御家族へ確認をとり、調整すること　

　　　　　　　 としています。

               診察：上記情報提供しています。主治医より

　　　　　　　　　　 ○退院日は本人と御家族で調整して良い。

　　　　　　　　　　 ○退院療養検討会については退院日が決まり次第実施して良い。

　　　　　　　　　　 　(主治医不在日でも可)

　　　　　　　　　　 ○退院前訪問指導は実施するように。

　　　　　　　　　　以上のコメントがありました。主治医から退院前訪問指導について

　　　　　　　　　　説明を受けていますが、表面的な理解に留まっている様子が伺えます。

･日向端　庸男様～賞味期限切れの嗜好品をそのままにしており、介入しています。本人の

　　　　　　　　 病状を考慮すると認知能力、記銘力の障害が薬物療法等により回復する

　　　　　　　　 事は困難と思われます。現在、本人が持っている生活能力を維持し、低下

　　　　　　　　 させないような関わりを行っていきましょう。又、女性患者様との接触も

　　　　　　　　 みられていますので、適切な対人関係を保てるよう関わっていきましょう。

・古川　富蔵様～日課は支障なく取り組んでいます。余暇は臥床傾向ですが、表情には柔らかさ

　　　　　　　　が認められます。活動性を向上させるための関わりを行いましょう。

・木村　義重様～日課は支障なく取り組んでいます。排泄状況も問題ありません。余暇時に臥床

　　　　　　　　して過ごされている事がある為、活動性が低下しないよう関わっていき

　　　　　　　　ましょう。

　　　　　　　 診察：両肩の疼痛を訴え、アスモロールが処方となっています。患部の

　　　　　　　　　　 状況を観察・確認していきましょう。

・伊藤　雄一様～夜間の睡眠状況にはまだ不安定さが認められています。症状管理への認識に

　　　　　　　　乏しさがあり、間食している事があります。離床時間を5:00と設定して

　　　　　　　　いますので、睡眠状況の観察・確認と日中の過ごし方について観察・確認し、

　　　　　　　　中途・早朝覚醒時の介入を行っていきましょう。

　　　　　　　　診察：9/11に外出希望があり、主治医より許可が出ています。

・井上　和美様～診察にてサンコバ点眼液が処方となっています。

＜LASUMI評価＞

木村梅子様を評価しています。

※記録されている担当スタッフの評価と大きな差異のある患者様が数名確認されています。

　評価方法について再確認し、必要であれば再評価するようにして下さい。

＜ＳＳＴミーティング＞

･心理チームより、先週のSSTについて気付いた点を挙げてもらっています。

④グループについて

　・短期目標を設定していたが、ロールプレイも行った方が良かった。

　・「話題提供ありませんか？」と聞いていたが、困っていることがあって練習できるように

　　という目的なのかわからず、ただの話題提供で終わっていたのが残念だった。

　　目標に合わせた話題が良かったのでは？

　・参加メンバーの能力に比べ、目標に少し甘さを感じた。

⑤グループについて

　・目標に合わせてのロールプレイを行ったのは良かった。

　・場面設定をして1回だけで終わったのは残念だった。改善点を取り入れて行った方が

　　良いように思う。2人一緒にペアで行っていたので、ロールプレイの練習をする人を

　　決めて行った方が良かった。

　・フィードバックをリーダーが話し、更に皆に聞いていたのが良かった。

※9/10のSSTは以上の点を踏まえ、効果的なセッションを行うようにしましょう。






















